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2000年6月4日，筆者の一人黒沼が千葉県流山市南

流山六丁目の住宅地にある空き地で赤いダンゴムシを

発見した。この標本を6月18日まで飼育していたが，

死亡したので土に埋めた。それを聞いた八幡の注目す

るところとなり，掘り起こして6月20日にアルコール

液漬標本とした。やがて，この標本が布村に送られ，

同定のため解剖された。その時既に触角や胸部付属肢

が全てないので手がかりは少なかったが，口器と交尾

器,交尾補助器の形態からオカダンゴムシ，4γ脚α”‐

"d加加v"にαγeのオスであることが判明した。標本Iま
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解剖によりバラバラの状態であるが，富山市科学文化

センターに保管される（TOYACr-l2840)。今まで，

赤色個体は初めてなので，記録しておく。

生息場所：流山市南流山六丁目の住宅地にある空き

地。二面を舗装道路にはさまれ，他の二面はガソリン

スタンドとアスファルト舗装した駐車場に面した，約

100平方メートル程の面積。セイタカアワダチソウな

どの雑草が枯れて，リター層をつくっている。土壌表

層にオカダンゴムシ，ワラジムシ類，ヤケヤスデ類，

コオロギ類，排個性クモ類が多くみられた。赤いオカ

ダンゴムシは一頭だけであったが，普通の色彩のオカ

ダンゴムシと混在してみられた。

飼育は，採集地の腐葉土をしいたプラスチックカッ

プに，コンクリート片とチンゲンサイを入れたが捕食

は確認できず。死亡時は体を半分丸めた状態であった。
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